
まこと通信は、「まこと」とご利用者様・ご家族様の情報共有のひとつとして発刊しております。まことの提供サービス

を紹介し、実施している内容に対して少しでもご理解とご協力をいただき、よりよい介護サービスの提供に努めて参り

ます。発刊は毎月１０日を予定しています。

令和５年４月１０日 発行

介護分野のDX

介護分野におけるDX化が進められています。DXとはdigital transformationの略で、「デジタルテクノ

ロジーを使用して、ビジネスプロセス・文化・顧客体験を新たに創造（あるいは既存のそれを改良）して、

変わり続けるビジネスや市場の要求を満たすプロセスである」と言われています。

介護分野においても「ICT導入支援事業として」補助金があ

ります。2021年の補助事業で活用内訳は、介護ソフト67.5%、

モバイルPC10.9%、タブレット端末53.6%、スマートフォン9.1%、

Wi-Fi機器20.8%、バックオフィスソフト2.4％、その他8.6%とな

っています。今後も政策的に介護労働者の削減と同時に、

DX化はどんどん推進されていきます。

まこと全体でも様々なものを活用させていただいています。

しかし、上手に活用できているとは言えません。最終的には

きちんと職員教育できていない私の問題です。

例えば、ワイズマンという介護ソフト。こちらは、今までの介護記録が手書きであったものを全事業所

で3年ほどかけて電子化することができました。パソコンを使ったことがない、携帯がガラケーでipadも

苦手という方には、事務員にパソコン講習会を開いてもらい、覚えて頂きました。これにより、記録の

入力・確認等が円滑に行えるようになりました。しかし、そのチェックをしたり、ソフト以外の書式をオリ

ジナルで作成したりし、結局のところパソコンに向き合っている時間が増え、職員の直接利用者対応

時間が以前よりも減っています。

センサー関連では「見守りセンサー」というものを

導入したりしています。以前からセンサーマットや

人感センサー等も活用していました。しかし、マット

のスイッチを入れ忘れていたり、鳴っていてもすぐ

に立ち上がり駆けつけないなど「どうしてだろう」と

思う行動があります。10年前なら転倒リスクがある

方は、ドアを少し開け、耳を利用者の行動に傾けて他の作業をしていました。

利用者の状況把握に「予測行動」ができる職員が育っていました。今は、コー

ルが鳴ることで行動に移すというように習慣化されますので、鳴ってからの行動となり、本来のケア(私

が目指すケア)からは程遠くなってきています。

介護ロボットにも様々なものがあります。移動移乗を介助するものから人工知能を搭載した対応ロ

ボットなど様々あります。まことでは「パロ」や「パルロ」を導入しています。このようなコミュニケーション

対応型ロボットは、利用者さんはとても喜びます。しかし、5分と持ちません。ロボットを利用者へ預け

て後は放っておこうとするからです。これは、活用する側に問題があります。コミュニケーションとは相

互関係性の知的活動です。正常発達における人形遊びは1歳6か月ぐらいから親とのコミュニケーショ

ンの中ではじまり、3歳ぐらいで擬人化して「ごっこ遊び」となると言われています。利用者さんは単に

身体や認知精神機能の問題だけではなく、視覚や聴覚機能の低下があり、職員の補助的介入が欠

かせません。この単純なことを忘れている職員が多いように思います。あくまでもコミュニケーション

ツールの一つであると理解すべきです。職員同士で話をする時間確保のためにDX化しているわけで

はありません。そういう事業所はこのDX化の中で生き抜けないと感じています。



小規模まこと ほのぼの日記

「一日、一笑」を目標にまことに来ると毎日がレクリエーション活動のように楽しんでいただける
よう試行錯誤で頑張っています。

柴田の奮闘記

新年度のスタートで、慌ただしく過ぎる毎日ですが、新たに襟を正し皆さんの声に耳を傾け、ご利用者様、ご家
族様共に安心して在宅生活を継続していけるよう支援していきたいと考えています。

小規模多機能に籍を移し２ヶ月が経過しました。グループホ－ムとはまた違った、目まぐるしい毎日が過ぎ去っ
ています。皆に平等に流れている筈の時間が、この２つの事業所では違った速度で時間が流れている錯覚を覚
えます。今までは「認知症の人」の支援であり、「生きる場所」そのものであり、その方の「ありのまま」を受け入れ、
「人生に寄り添う」考え方、支援が主流です。対して、小規模多機能は、「今、生活している地域」で、「在宅」で
「自分らしく暮らしていく」為の支援、一見表現の違いのようにも見えますが、全く違う支え方が必要であることに、
毎日気付かされる思いでいます。

まことで働き始め、早１４年目になろうとしていますが、自立支援・自己実現・自己決定権について改めて考えさ
せられ、恥ずかしながら原点回帰の毎日です。それでも少しずつ、小規模多機能の流れや勘が戻りつつもあり、
若かった頃の感覚を取り戻そうと、意外と必死に頑張っています。

そして、グループホームでも介護支援専門員としても従事していましたが、小規模多機能での介護支援専門員
とは比にならず、知識量や関わり、範囲がそれを遥かに超えていて、自分の「無能さ」や「不甲斐なさ」にもまた、
毎日思い知らされています。そんな弱気な事も言っていられないので、「さぁ、ここからまた頑張るぞ！」

桃の節句

おひな様作り①

ぼた餅づくり①

おひな様作り②

遠山の金さん

ぼた餅づくり②

今月の工作レク
では、おひな様の
壁飾りを作りました。
見本を見なが「ど
んな顔を描こうか
な。着物は、どの
色にしようかな」と
工夫され、お互い
に見せ合っていま
した。

紙皿に、花紙や
お雛様・お内裏様
を貼り付ける作業
で、どこに付けると
綺麗になるかな？
と 考 え な が ら も 、
「いい感じに出来た
よ」と作品を見せて
くれました。

3月3日、「桃の
節句」のおやつに
桜餅を食べました。
「桜餅の葉っぱは
食べても良いの」
「久しぶりに食べる
から、とても美味し
いわ」と喜ばれて
いました。

たまには、のんび
り皆さんでと思い立
ち、「遠山の金さん」
を鑑賞しました。TV

のお供にお茶菓子
を摘まみながら、久
しぶりにじっくり時
代劇に見入ってい
ました。

「お彼岸の入り」
に、「ぼた餅」を作
りました。半練りの
工程では「もっと潰
した方が美味しくな
るよね」と、楽しそ
うに皆さん協働で
熱心に作ってくれ
ました。

「あんこ・きな粉・
ゴマ」の3種類を作
りました。「どの味
が一番おいしいか
な？」と、いざ実食。
「皆で、作ったから、
美味しいわ」と。で
も結局慣れ親しん
だあんこが一番好
評でした。



小規模やよい ほのぼの日記

喜びや楽しみはもちろん悲しみも共有しながら、それぞれの個性を大切に生活を送ってい

ただけるように、安心・安全をモットーにサービスの提供に努めます。

増山の奮闘記

釧路もようやく暖かい日々が多くなり、春の兆しがみられるようになりました。まだまだいつ雪が降るかはわか

りませんが、外気が春らしさを帯びてきたように思います。

前回の奮闘記にて認知症と嗅覚の関係について少しですが述べさせていただきました。嗅覚を刺激すること

で嗅神経が活性化され認知症の予防になるといったお話でした。逆に認知症が進んでしまうと五感の中で先に

失われてしまうのも嗅覚ではないかとも言われております。今までの介護経験の中で、改めて認知症の方の嗅

覚に関して思い返してみると、確かに思い当たることがあります。認知症の方が、夜間帯など失禁をしてしまう

と、汚れてしまった衣類をタンスなどに隠されることがあります。羞恥心から汚れたものを人に見てほしくないな

いというのは人として当たり前の心の動きだと思います。ただ部屋の中の匂いに関しては無頓着な方が多かっ

たように思います。今考えると嗅覚が衰え、部屋の中の匂いを感じ取ることが出来ず、汚れたものを見えなくす

ることで、羞恥心を隠していたのではないでしょうか。

認知症の方との関わりの中では羞恥心に配慮する声かけが基本と言われています。その羞恥心を配慮する

過程の中で、その方がどのようにその行為に至ったかを想像し、その方の思いを推し量ることが認知症の研究

が進むにつれ、より明確になっていく事を実感できました。

釧路の桜はまだ
まだ先ですが、3月
らしく、桜ケーキ作
りをしました。こちら
は、ホットケーキミッ
クスの量を計っても
らっているところで
す。ありがとうござ
います。

4月のカレンダー
作りをしました。イ
ラストに色を塗って
いる所です。こちら
の方は色塗りのセ
ンスがとても素晴
らしく、素敵な仕上
がりになっていまし
た。

ワニのおもちゃで
運試し！ワニのど
こかの歯を押して
いくと、ガブっと手
を食べられてしま
います。さて、こち
らのご利用者様の
運は？

おやつの時間とし
て 、 待 ち に 待 っ た
ケーキを食べまし
た。「おいしいねぇ」
と、嬉しそうに召し
上がっていました。

朝の学習タイムの
様子です。この日
は塗り絵をしました。
皆さんそれぞれ個
性 あ ふ れ る 色 を
塗っていました。と
ても素敵です。

運 動 レ ク で 、 棒
サッカーを行いまし
た。とても白熱し、
自分の所にボール
が来ると一生懸命
ゴールを目指して
叩いていました。

桜ケーキ作り① 桜ケーキ作り②

カレンダー作り 学習タイム

イタイワニー！ 元気に運動！



 

グループホームまこと ほのぼの日記
天気の良い日は外に出掛けよう。家の中でも、何か楽しい事はないかな。

事前に計画した行事は少ないのですが、思い立ったが吉日。

何でもやっちゃおう、の精神で毎日楽しんでいます。

鹿野の奮闘記

ＷＢＣも侍ジャパン優勝で盛り上がりましたが、終わってからは、少しロス状態。皆さんは、いかがですか？グ

ループホーム内でも、ご利用者様たちが、野球を知っている人もわからない人も、「大谷選手～すごいね」と盛

り上がっていました。まさしく、スーパースターという感じです。そんな中にも、色々と気づかされることが沢山あ

りました。特に大谷選手は、はっきりした目標を掲げて、それに向かい、何をしていくべきか具体的に上げて実

践している結果が現在の状況です。グループホームでも、ご利用者様が、日々、どうしたら自分らしく、充実し

た毎日を送れるか、そのお手伝いをどうしていけばいいかということを考えて、職員全員がその目標に向かっ

て、取り組んでいきます。一人でもその目標から離れてしまうと、ご利用者様にも影響されていきます。管理者

として、それをどう修正するか、指導するか、まさしく監督の手腕にかかっていると思います。栗山監督のように

はなれませんが、皆の力を結集して、良い介護が出来ればと思います。

先日、ご利用者様より、「選挙に行きたい」と要望がありました。徐々に暖かくなり、今年は外出も増やしてい

こうと考えています。年末には今年はいい年だったと言えるように日々取り組んでまいります。ご家族の皆様も

ご協力のほど、宜しくお願い致します。

昼食はちらし寿司
に菜の花の辛子和
え。お雛様を見な
がらの昼食はいつ
もより華やかなひと
時でした。

今年で開設13年
を迎えました。みん
なで記念撮影。お
昼 は 、 お 寿 司 、
ケーキなどのご馳
走を頂きました。

掃除機をかけてい
たスタッフに「私しま
す！」と、自身の部
屋を掃除機掛け。綺
麗になった部屋を見
て 「 心 も き れ い に
なったわ」と、笑って
いました。

カラオケ大会で大
盛り上がり。皆さん
いつもより力が入っ
ていたようです。後
ろの皆さんも一緒
に、大きな声で歌っ
ていました。

ひな祭り ①

綺麗な服を着て、
ひな人形と記念撮
影 。 「 恥 ず か し い
ね」と頬を染めな
がらも、いい笑顔
をカメラに見せて
いました。

3月のお誕生会。
「餃子が食べたい」
との事で、皆で餃子
パーティーでお祝い。
「美味しいもの食べ
て 、 お 祝 い し て も
らってうれしい」と喜
ばれていました。

掃除機がけ

開設記念日②

餃子パーティー

ひな祭り②

開設記念日①



ご利用者様、一人一人の要望に全力で向き合い、常にご利用様本位のケアを行います。職員

一人一人がご利用者様の笑顔溢れた暮らしを支援していきます。

グループホームやよい ほのぼの日記

石黒の奮闘記

先月15日をもちましてグループホームやよい開設10周年を迎えることが出来ました。ここまでこれたことに職

員、ご利用者様、ご家族様に感謝いたします。前任者の退職にあたり私がＧＨやよいへ配属になったのが平成

26年でした。施設長を務めたことがなく、仕事や役割を覚えるのに毎日が大変だった事を思い出します。特に、

介護保険制度の順守では資料や本を見て学んでいましたが、運営するにあたり書いていない事もたくさんあり、

知識不足や経験不足で職員やご利用者様、ご家族様に大変ご迷惑をかけていました。ご利用者様の入居にあ

たり候補が見つからない事も多々あり、居宅介護支援事業所や病院を何度も回ったこともありました。今でもご

迷惑をかける事がいっぱいありますが、職員からアドバイスをもらいながら施設運営を続けられています。10年

も経過すると、ご利用者様の層もだいぶ変わり、開設当初からご利用されている方は3名となりました。1人は身

体機能や認知機能の低下が緩やかで今でも面倒くさがりながらも身の回りのことやお手伝いを行っています。

自立支援では出来ることは時間がかかっても行うことが大事です。他の2人は最後までグループホームやよい

で生活したいとの希望があり、本人らしい生活の提供が出来ているかと自問自答するばかりです。今後もグ

ループホームやよいを宜しくお願い致します。

ひな祭り

ご利用者様でひ
な祭りの人形を手
作りしました。完成
品を観賞し「綺麗な
お雛さんだね」との
声が聞かれました。

開設記念の準備 開設記念日①

開設記念日③

開設記念日の食
事は海鮮丸の出前
でした。そばとうど
んで選んでもらい好
きなもので皆さん満
足そうに食べていま
した。

今年でグループ
ホームやよいが開
設10周年になりま
した。職員で出し
物を披露し盛り上
がりました。

ひな祭りの日に
ご利用者様で「うれ
しいひな祭り」を歌
いました。歌い終
わ る と 「 昔 は よ く
歌ったね」と話され
てました。

開設記念日の数
日前、ご利用者様
と準備をしました。
今年で10年という
ことで皆さん少し気
合が入っています。

あかりをつけましょ♪

開設記念日②

ご利用者様に記
念の写真付きカー
ドをお渡ししました。
意外だったのか皆
さん驚かれており
ました。



小さなデイサービス緑ヶ岡 ほのぼの日記

「我が家スタイル」の緑ヶ岡デイサービスの日常です。今月も笑顔の絶えないご利用者様との触れ
合いを綴って参ります。「お客様第一主義」を念頭に、職員一人ひとりが心配りをマメに行い、心か

髙橋の奮闘記

4月に入り、新年度がスタート致しました。ご利用者様の中には、転勤によりお孫様が道外へ行ってしまいとて

も寂しい思いをしている方、ひ孫さんが会いに来てくれるのを心待ちにされている方など様々な思いで春を迎え

ています。3月13日以降マスクの着用が個人の判断に委ねられ緩和されています。少しづつコロナ禍前の生活

に戻りつつありますが、基本的な感染対策の徹底は欠かさず努めて参ります。先月、当事業所内全ての蛍光

灯がＬＥＤ照明へ切り替わりました。定休日の土曜日を利用し、１日掛かりの改修工事です。ＬＥＤ照明のメリット

は、蛍光灯の交換寿命が長く、水銀を使用していないため環境にやさしい、さらに消費電力が少なく電気代が

大幅に削減出来るそうです。ご利用者様からは、「電気変わったかい？明るいね～」と高評価です。

３月には、ひな祭りとお彼岸の行事レクがあり、今年も事業所にはお雛様を飾りました。しかし、写真を撮るの

をすっかり忘れてしまいごめんなさい。記録には残せませんでしたが、皆様のこころの記憶に残っていたなら幸

いです。そして３月には、国の補助金を活用し介護ソフトの入れ替えを実施致しました。更に効率良い業務遂行

を目指し、パソコンが苦手な私は、現在も奮闘中です。使われる書式等が変わり、各関係者の皆様にはご迷惑

をお掛け致しますが、何卒ご了承いただきたくお願い申し上げます。

そろばんの達人 チャレンジボード
新聞で作った枠の

中に1～9までのラン
ダムな数字を並べ、
枠の中にお手玉を
入 れ て 点 数 を 競 う
ゲームです。さぁ何
点取れたのでしょう
か？

牡丹餅づくり① 牡丹餅づくり②

皆様手慣れた様
子で作業を進めて
いました。「これは
職員さんの分だよ。
別に作っておいた
よ。」と見せて下さ
いました。

チューリップ畑 カラオケデビュー

通所されてから1
か月が過ぎたご利
用者様です。少しず
つデイサービスにも
慣れた様子で、初
めて皆様の前で「赤
いグラス」を渋い声
で披露して下さいま
した。

こちらのご利用者
様の若い頃の職業
は事務職。当時は
そろばん一本で数
字を操っていた為、
今でもそろばんはお
手の物！

今月21日はお彼
岸の中日の為、ご
利用者様におやつ
でいただく牡丹餅作
りを手伝って頂きま
した。

デイサービス内に
も段々と春が近づ
いて来ました。今月
の作品はチューリッ
プの壁画制作です。
完成記念 にハイ、
チーズ。



小さなデイサービス大町 ほのぼの日記

『ご利用者様と心をかよわせ、共に生活を支えあう』を、モットーに
スタッフ一同、日々頑張っております。

堤の奮闘記

4月を迎え、少しずつ気温も上がり、雪解けが進むと同時にふきのとうや福寿草が顔をだし、釧路にもようやく

春の訪れが感じられる季節となりました。当事業所の花壇には早くもチューリップの芽が顔を出し始めていると

ころです。今年は鹿にいたずらされないように対策をしなければと考えております。ご利用者様の服装も冬物の

厚手の物から春物の薄手の物となりました。ご利用者様は「暖かくなってきたから薄手にしてみたよ。どうせ車で

移動だから大丈夫だよね。」とお話をされておりました。また、ご利用者様からは「来月には久しぶりに桜を見に

行きたいね。」との事でしたので何年かぶりに皆様と一緒に桜を見にドライブがてら行きたいと思っております。

今から楽しみです。

そして、そろそろおやつ作り＆食べたい衝動に駆られ、職員におやつレクの催促。今月のおやつレクを月末に

決行。さて、何を皆様と一緒に作って食べようかこれからご利用者様と相談しなければと思っております。今月

は楽しい事が盛りだくさん。皆様、楽しみに来所してくださいね。お待ちしております。

～お知らせ～

補助金により介護ソフトを新しいものに変更したことにより請求書の書式が変わりますので、ご利用者ご家族

様ご了承の程よろしくお願い致します。

紙だるま

皆さんの成果が発
揮されました。とって
も綺麗なタンポポが
出来上がりました。
いち早く春を感じて
ください。

他のご利用者様
が率先してタンポポ
壁飾りの先生をして
くれました。二人、
力を合わせて完成
させてね。

小さなお客様が遊
びに来てくれて紙だ
るまを発見！可愛
い声で歌を唄ってく
れて踊りも披露して
くれました。

先生です

タンポポ壁飾り

3年度に一度

盛り上がりました
ね！皆さん、何も手
につきません！テレ
ビから離れられま
せん。優勝決まった
時は我を忘れて雄
叫びの嵐。

お手伝い

毎日、3時のおや
つと一緒に提供して
いるコーヒーの補充
を頼みました。「直ぐ
なくなるのね」と言っ
て溢さずに上手に
入れてくれました。

4月の壁画用の小
道具ですが、てるて
る坊主を作ってもら
いました。中々、力
のいる作業でしたね。

壁画用小道具



安心安全な保育を提供し、保護者とともに歩みます。

家庭的な雰囲気の中で、一人ひとりの個性を大切に育んでいきます。

子どもの笑顔・保護者の笑顔・保育士の笑顔を目指します。

まこと保育園 ほのぼの日記

佐々木の奮闘記

今年の３月は雪解けも早く、後半には散歩をしながら公園で遊ぶ事が出来ました。泥んこにしてしまい、保護
者の方にはご迷惑お掛けしたのですが、快くお洗濯に協力していただきました。３月２４日には保護者の方をお
招きして、子ども達の最後の発表の場としてお別れ会を行いました。色んな人とのお別れを感じてくれたので
しょう。涙を流してくれた園児もいて、私も密かにもらい泣きしてしまいました。なかなか心を開いてくれず、人見
知りされ、３ヶ月泣かれた事も今では良き思い出となっています。その子ども達が最後の日まで、お休みの日も
保育園に行きたいと全員登園して来てくれました。共に会えなくなる寂しさを経験し、新しい道へと踏み出した４
月には、それぞれが別々の保育園や幼稚園にお世話になります。先生方に可愛がられ、たくさんのお友達が出
来る事を切に願っております。どうぞ子ども達をよろしくお願い致します。

暖かく気持ちのよいぽかぽか陽気と共に、新年度がスタートしました。少しずつ進級する気持ちが芽生えるよ
う声掛けしながら、新しいお部屋や靴箱の移動をしておりました。戸惑いながらも目新しい玩具に集中して遊ぶ
など、色んな事に挑戦しながら、子ども達と共に成長させて頂きたいと思っております。この度、色々ご迷惑をお
掛けしてしまった方々には本当に申し訳なく思っております。これからも頑張りますので、温かく見守っていただ
ければ思っております。どうぞよろしくお願い致します。

集団遊びをご披
露してくれたすみれ
組に、ぞうさんのお
め ん に も 釘 付 け
だったさくら組。可
愛がってくれてあり
がとうございました。

制作で一生懸命
頑張って作った作
品の紹介には目もく
れず、脱出を試み
る二人と真剣にお
話を聞いている二
人でした。

すみれ組のお兄
さんお姉さんに、そ
れぞれ手作りした
プレゼントを渡しま
した。２年間ありが
とうございました。

ひな祭りのお内裏
様とお雛様を間近
で見せてもらいまし
た。動きたくて暴れ
ていた子もすっかり
見入ってました。

上手に椅子に座
れるようになり、お
話も聞けるように
なって、立派に成
長した姿を、お父さ
ん、お母さんに観
て頂きました。

お父さん・お母さ
んと、思い出の1枚
を一緒に撮りました。
まこと保育園での親
子での写真は、これ
が最後となりました。

さくら組（お別れ会） さくら組（ひな祭り）

すずらん組（お別れ会） すずらん組（ひな祭り）

すみれ組（お別れ会） すみれ組（お別れ会）



まことクイズ
～今月の問題～

この写真の湖の名称は何でしょうか？

１．オンネトー ２．阿寒湖

３．屈斜路湖 ４．摩周湖

～先月の問題～

この写真の建物の名称は何でしょうか？

１．鳥取ドーム ２．湿原の風アリーナ釧路

３．春採アイスアリーナ ４．釧路アイスアリーナ

答えは２番の湿原の風アリーナ釧路でした。

令和４年度 株式会社リハビリサポート主催研修事業報告！

認知症介護実践者研修 会場 釧路市東部地区コミュニティーセンターコア大空 ２階学習室・会議室

株式会社リハビリサポートまこと主催の「令和4年度認知症介護実践者研修」が、次の日程と内容で実施されました。各講師の先生（認知症介護指

導者５名）より講義を受けた後で、グループに分かれ演習（グループワーク）が行われ、活発な意見交換とまとめ・発表が行われました。

第１日目－9月17日（土） 「認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援」

「生活支援のためのケアの演習１」

第２日目－9月18日（日） 「QOLを高める活動と評価の観点」「家族介護者の理解と支援方法」

「権利擁護の視点に基づく支援」「地域資源の理解とケアへの活用」

第３日目－9月24日（土） 「学習成果の実践展開と共有」「生活支援のためのケアの演習２」

「アセスメントとケアの実践の基本（前半）」

第４日目－9月25日（日） 「アセスメントとケアの実践の基本（後半）」

「自施設及び他施設実習の課題設定」

他施設実習 （中止）

自施設実習 10月4日（火）～10月31日（月） （４週間）

第５日目－11月5日（土） 「自施設及び他施設実習評価」

認知症対応型サービス事業管理者研修 会場 釧路市東部地区コミュニティーセンターコア大空 ２階学習室・会議室

株式会社リハビリサポートまこと主催「令和４年度認知症対応型サービス事業管理者研修」が、次の日程と内容で実施されました。各講師の先

生（釧路市役所職員２名・認知症介護指導者３名）より、次の内容で講義を受け、2日間の研修が修了いたしました。

第１日目－10月14日（水） 『介護従事者に対する労務管理について』

「入社・退社手続き」「労働条件の明示」「就業規則について」「労働時間について」

「休憩・休日について」「労働時間の分類」「シフト表の例と法定休日の考え方」

「夜勤・当直の相違点について」「賃金について」「年次有給休暇について」

「公的保険の加入について」

第２日目－10月15日（木） 『地域密着型サービスの指定基準について』

「地域密着型サービス創設の趣旨との基本的な考え方」「地域密着型サービスの種類と内容」

「地域密着型サービスの利用者」「地域密着型サービスの指定基準」

「加算の届出時期と算定開始日」「実地指導結果等を踏まえた運営上の留意事項について」

「令和３年度制度改正に関する留意点」

『地域密着型サービスの取り組みについて』

「日本の福祉の変遷・制度改正」「地域密着型サービスの種類と内容」「地域運営推進会議」

「SOSネットワーク：行方不明者の緊急連絡」「地域密着型：地域との交流」「ボランティア養成」

『適切なサービス提供のあり方』

「管理者の役割と事業管理」「日常生活支援（ケアプランに沿った実践と記録）」

「利用者の権利擁護（尊厳・成年後見・身体拘束・虐待防止等）」「リスクマネジメントの実際と

その展開」「サービス評価・情報公開制度等」「人材育成の基本的考え方とその方法」

「新オレンジプランから見える今後の展望」
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小さなデイサービス大町 空き有り

アシストリビングホームやよい 0
小規模多機能型居宅介護やよい 5 通い可 0154-64-5210

小さなデイサービス緑ヶ岡 空き有り 0154-68-4850

鹿　　野
アシストリビングホームまこと 0 0154-41-3633 柴　　田
グループホームまこと 0 0154-41-8355

堤

石　　黒

0154-64-5210 増　　山
髙　　橋

増　　山

0154-42-8377

柴　　田
施　設　名 空き人数 備　考　 お問い合わせ先 ℡　　　 担当者

グループホームやよい 0 0154-42-2078

小規模多機能型居宅介護まこと 5 通い可 0154-41-3633

現在の空き状況

発行：株式会社リハビリサポートまこと

住所：釧路市大町５丁目２番２１号 電話：0154-44-7733  発行責任者： 代表 山田勝雄

４月８日現在

もに築きます

随時ご相談に応じておりますので、

どんな事でもお気軽にご連絡ください。

ケアプランセンターからのお知らせ

ケアプランセンターまこと 管理者 玉木

TEL 0154-68-5531 FAX 0154-68-5399

４月になり、暖かく春らしい日も増えてきました。

今年は桜の開花も例年より早く、釧路は開花予想が５月７日（日）満開予想は５月10日（水）と

なっています。山菜取りに行かれる方はいつもより少し早めに取りに行かれても良いかもしれま

せんね。

お一人暮らしのご年配の方、お身体の事や介護のことで悩んでいる事等、御座いましたらお気

軽にご相談ください。

ごころこめて の住み慣れた場所で

デイサービスに介護ソフト導入

令和５年３月から、小さなデイサービス緑ヶ岡や大町にも、記録作成や情報共有が円滑にできる「介護
ソフト（ワイズマン）」を導入いたしました。これまで、手書きやExcel等、記録から請求まで一括では出来
ない集計を行っていましたが、介護ソフトを導入したことにより、一括で記録作成ができ、介護従事者の
負担軽減と紙媒体の削減につながっています。

職員紹介
ナッカモン（ピンク）

（小規模多機能型居宅介護まこと

介護職員）

令和５年２月10日入社

みなさん親切で、何でも教え
てくれます。日本語がまだまだ
なので、コミュニケーションがと
れ、ご利用者様がして欲しいと
思っている介護ができるよう頑
張ります。よろしくお願いいたし
ます。

古 川
（小規模多機能型居宅介護まこと

介護職員・調理担当）

令和５年２月10日入社

職員の皆様の声かけが優し
いなと思いながら働いていま
す。食事を工夫すると、ご利用
者様がみんな食べて下さるの
が嬉しく頑張って調理していま
す。よろしくお願いいたします。

ワイズマンは操作方法が分かりやすく、実績の入力も打ち込みしや
すく事務作業が早くて楽になりました。また、ライフ対応もしっかりして
いて、セミナーも開催しているのでとても助かります。早く操作機能を熟
知し、有用に活用していきたいと思います。

（※令和4年度（2022年度）介護ロボット導入支援事業により導入）


